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１．はじめに 

近年、地産地消は地域農産物の利用の観点、食の安心・安全の観点、輸送に伴う環境負荷の観点など

から注目されてきている。また、地産地消は学校教育においても取り入れられており、「技術・家庭」

の家庭分野で調理実習の中で取り扱われることや、食育の観点から学校給食指導で取り上げられること

が多い。調理実習や学校給食で地産池消を学ぶことも大切ではあるが、環境に対する負荷を中心とした

環境教育の観点から学習することが重要であると考えた。しかし、調理実習や食育以外では、中学生の

認識を調べて指導計画を作った事例はない。そこで本研究では、まず、中学生の地産地消に関する認識

を把握し、それをふまえて、環境教育の観点からの指導計画を作成・提案することを目的とした。 

 

２．方法 

調査は質問紙調査とした。地産地消を学習する以前の中学校１年生を対象とし、亀岡市の中学校で行

った。本調査では 10個の問を設定し、回答を求めた。 

 

表１ 調査項目 

野菜に関する意識 ①栽培活動経験の有無 ②栽培活動の好嫌度 ③地元野菜の知識 

④好きな野菜の種類 

地産地消に関する知識・意識 ⑤旬に関する意識 ⑥産地に関する意識 ⑦地産地消の認識内容 

⑧地産地消という用語の認知 ⑨環境配慮行動 ⑩自由記述 

 

３．結果 

調査の結果から、学校で地産地消を学習していない中学１年生でも、約４割の生徒が地産地消という

言葉を聞いたことがあることがわかった。しかし、地産地消の意義を「安心・安全」としてとらえてい

る生徒が多く、「輸送距離」という環境保全の観点からとらえている生徒はごく少数であった。地産地

消を聞いたことがある生徒でも、その意味や意義は十分に理解していないと考えられる。 

環境保全の観点から地産地消を理解する上で前提となる野菜の産地という点で見れば、地元産の野菜

に関する知識が十分ではなく、野菜の産地もあまり意識されていないことがわかった。さらに、野菜の

旬に関して見れば、全体的には旬に関する意識は低いものの、地産池消を聞いたことのある生徒のほう

が旬を意識する傾向が見られた。 

 

表２ 地産池消の認識内容 

野菜を安く買うこ

とができるから 

安心・安全な野菜を食べ

ることができるから 

野菜を輸送する距離

が短くてすむから 

食料自給率の向上に

つながるから 

その他 

20.7% 59.8% 7.6% 9.8% 2.2% 

 

４．指導計画の作成 

指導計画は、中学校１年生の総合的な学習の時間で行うことを想定し、４時間構成とした。指導計画の

ねらいとして、以下の３つを設定した。 

①地産地消の意味や意義を理解させる。 

②地元産の野菜を取り上げ、産地を意識させる。 

③野菜の輸送距離と消費エネルギーの関係から、地産地消について考えさせる。 

 

表３ 指導計画（案） 

時 学習内容 

第１時 地産地消の意味、メリットを知る。 

第２時 地元産の野菜について知る。 

第３時 輸送距離を調べて環境と地産地消の関わりについて考える。 

第４時 地産地消をどのように実践していくべきか考え、まとめる。 

 


